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催
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ら
せ

　
有
効
期
間
が
10
月
１
日
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
（
以
下
「
被
保
険
者
証
」）（
藤

色
）
を
９
月
下
旬
に
世
帯
主
宛
に

簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
の
枚
数
や
記
載
内

容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
橙
色
）は
有
効
期
限（
９
月
30
日
）

を
過
ぎ
た
ら
、
悪
用
の
恐
れ
が
な

い
よ
う
に
、
は
さ
み
を
入
れ
る
な

ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
】

①
昭
和
15
年
10
月
２
日
〜
昭
和
16

　
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
人

▽
有
効
期
限

　
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

※
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

　
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
後

　
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、

　
誕
生
月
の
前
月
末
ま
で
に
送
付

　
し
ま
す
。

②
昭
和
16
年
10
月
１
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
人

▽
有
効
期
限　
平
成
28
年
９
月
30
日

【
退
職
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
】

①
昭
和
25
年
10
月
２
日
〜
昭
和
26

　
年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
有
効
期
限

　
65
歳
の
誕
生
月
の
末
日

※
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
誕
生
月

　
の
前
月
の
末
日

※
被
扶
養
者
は
、
扶
養
者
が
先
に

　
こ
の
有
効
期
限
を
迎
え
た
場
合

　
は
、
扶
養
者
と
同
じ
有
効
期
限

　
に
な
り
ま
す
。

※
有
効
期
限
ま
で
に
一
般
被
保
険

　
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

②
昭
和
26
年
９
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
人

▽
有
効
期
限　
平
成
28
年
９
月
30
日

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
証
を

使
っ
て
い
る
の
に
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
が
届
い
た
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す

る
届
出
が
済
ん
で
い
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
認
印
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
職
場
の
健
康
保
険
証
を
持
参

し
、脱
退
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　
勤
め
先
や
家
族
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
し

い
健
康
保
険
の
保
険
証
の
交
付
が

遅
れ
た
な
ど
の
理
由
で
、
市
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
っ

て
受
診
し
た
と
き
は
、
市
が
病
院

な
ど
の
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
療

養
給
付
金
（
医
療
費
）
を
返
納
し

て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

返
納
が
必
要
な
療
養
給
付
金

（
医
療
費
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
か
ら
「
資
格
喪
失
後
の
受
診
に

係
る
療
養
給
付
金
の
返
納
に
つ
い

て
」
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
入
通
知
書
も
同
封
し
ま
す
の

で
、
指
定
期
限
ま
で
に
市
役
所
ま
た

は
通
知
に
記
載
し
て
い
る
お
近
く
の

金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
返
納
し
た
療
養
給
付
金

（
医
療
費
）
は
、
受
診
時
に
加
入

し
て
い
た
健
康
保
険
の
保
険
者
に

申
請
す
れ
ば
、
期
限
内
で
あ
れ
ば

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０
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問
届

問

  

国
民
健
康
保
険
被
保
険

  

者
証
を
送
付
し
ま
す

  

資
格
喪
失
後
受
診
に
よ
る
療
養

  

給
付
金
（
医
療
費
）
の
返
納

　

平
成
27
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
方
法
を
一
部
変
更
し
て
い

ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
】

　

国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

限
度
額
（
課
税
上
限
額
）
を
左
表
の

と
お
り
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

【
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
基

準
を
拡
大
】

　

前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額

以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、
国
民
健
康

保
険
税
の
平
等
割
と
均
等
割
を
軽
減

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
割
合

の
種
類
は
７
割
・
５
割
・
２
割
で
、

４
月
１
日
の
世
帯
の
被
保
険
者
数

と
、
前
年
所
得
で
軽
減
割
合
を
判
定

し
ま
す
。

　

国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
の

基
準
額
が
改
定
さ
れ
、
５
割
軽
減
と

２
割
軽
減
の
対
象
基
準
が
左
表
の
と

お
り
拡
大
し
て
い
ま
す
。
７
割
軽
減

の
対
象
基
準
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

区　分 改正前 改正後

医療保険分 51 万円 52 万円

後期高齢者
支援金分 16 万円 17 万円

介護保険分 14 万円 16 万円

合　計 81 万円 85 万円

国民健康保険税の
賦課限度額（課税上限額）

平成 26 年度までの基準額
33 万円＋ 24 万 5千円×被保険者数

↓
平成 27 年度からの基準額
33 万円＋ 26 万円×被保険者数

５割軽減の基準額

平成 26 年度までの基準額
33 万円＋ 45 万円×被保険者数

↓
平成 27 年度からの基準額
33 万円＋ 47 万円×被保険者数

２割軽減の基準額

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
を
一
部
変
更

巻
之
百
十
六

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代

初
期
の
い
わ
ゆ
る
幕
末
維
新
期
、

全
国
各
地
に
私
塾
が
開
か
れ
ま
し

た
。
私
塾
と
は
、
読
み
書
き
を
習

う
寺
子
屋
よ
り
も
専
門
性
の
高
い

漢
学
な
ど
を
学
ぶ
と
こ
ろ
を
い
い

ま
す
。

　
有
名
な
の
は
、
本
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
舞
台

と
も
な
っ
て
い
る
松し

ょ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く

下
村
塾
（
山

口
県
萩
市
）
で
す
。
こ
こ
で
吉
田

松
陰
に
学
ん
だ
弟
子
た
ち
が
、
幕

末
か
ら
明
治
に
大
き
く
時
代
が
変

わ
る
と
き
に
活
躍
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
と
瀬
戸
内
市
の
私
塾

　
『
岡
山
県
教
育
史
』
に
よ
る
と
、

幕
末
維
新
期
の
岡
山
県
内
に
は

１
４
４
カ
所
の
私
塾
が
あ
り
、
長
野

横
山
憲
章
の
養
子
と
な

り
、
緒
方
洪
庵
な
ど
に

も
西
洋
医
学
を
学
ん
だ

人
物
で
す
。
教
育
に
熱

心
で
、
淳
風
館
の
開
設

に
尽
力
し
た
だ
け
で
な

く
、
後
に
は
小
学
校
長

な
ど
も
務
め
ま
し
た
。

　
児
島
東
雄
は
宗
三
村
の

人
で
、
森
太
郎
平
な
ど
と

共
に
淳
風
館
の
設
立
に
尽

力
し
、
後
に
は
邑
久
郡
書

記
な
ど
も
務
め
た
人
物
で

す
。
共
に
淳
風
館
開
設
に

尽
力
し
た
松
原
裕
は
、
豆

田
村
で
開
業
し
て
い
た
小

児
科
医
で
し
た
。

淳
風
館
か
ら
淳
風
小
学
校
へ

　
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時

　
「
淳
風
館
」
と
幕
末
維
新
期
の
私
塾

　

代
後
期
に
は
、
新
し
い
時
代
の
到

来
を
感
じ
た
地
域
の
人
々
の
間

に
、
若
者
が
よ
り
深
く
学
べ
る
場

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
５
年
に
新
し
い
教
育
制
度

と
し
て
学
制
が
発
布
さ
れ
る
と
、

統
一
的
な
制
度
に
基
づ
い
た
学
校

が
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
笠
加
地
区

に
設
置
さ
れ
た
学
校
に
は
「
淳

風
」
の
名
が
付
け
ら
れ
、
昭
和
44

（
１
９
６
９
）
年
、
邑
久
小
学
校

に
統
合
さ
れ
る
ま
で
、
淳
風
小
学

校
と
し
て
そ
の
名
が
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
笠
加
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
敷
地
の
一
角
に
淳
風
館
の

記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
史
通
史
編
』『
岡
山
県
教
育
史
』

県
や
東
京
都
、
山
口
県
を
抑
え
て
全

国
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
寺
子
屋
の
数
は
１
、３
０
１
カ

所
で
、
全
国
第
３
位
で
し
た
。

　
幕
末
維
新
期
、
瀬
戸
内
市
内
に

は
８
カ
所
の
私
塾
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。
こ
の

う
ち
、
特
に
有
名
だ
っ
た
の
が
、

下
笠
加
村
の
淳じ

ゅ
ん
ぷ
う
か
ん

風
館
で
し
た
。
開

設
し
た
の
は
大
庄
屋
の
森
太
郎
平

で
、
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
か

ら
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
ま
で

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
弟
子
は
40
人

ほ
ど
集
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

淳
風
館
の
師
匠
た
ち

　
淳
風
館
で
は
、
平
井
秀し

ゅ
う
さ
く策、

戸

田
玄げ

ん
し
ゅ
う

周
、
横
山
謙け
ん
さ
い斎
、
松
原
裕ゆ
う
、

児
島
東は
る
お雄
が
指
導
者
と
し
て
招
請

さ
れ
ま
し
た
。

村名 塾名 塾主・師匠 教科 開塾時期 師 匠
（人）

弟子人数（人）

男 女
下笠加村 淳風館 森太郎平 漢学 元治元年～明治５年 ５ 40

虫明村 虫明学校 伊木若狭 漢学 天明年中～慶応年中 ３ 30

尾張村 育英学舎 横山謙斎 漢学・算術・筆道 嘉永年間～明治５年 ２ 80 30

百田村 発蒙館 児島東雄 漢学・筆道 文久元年～明治５年 ２ 132 35

福元村 聚星堂 岡圭治 漢学・習字 天保10年～慶応２年 ３ 200 100

牛窓村 明善館 森半 漢学・習字 文久元年～明治２年 ５ 150 55

鹿忍村 - 塩見貞也 漢学 嘉永年中～明治５年 １ 20

福岡村 博文館 平井秀策 漢学 明治２～５年 １ 40

幕末維新期の私塾一覧

注）『岡山県教育史 上巻』「岡山県私塾調（日本教育史資料）」より作成。虫明村の「虫
明学校」は岡山藩家老伊木家の学校で他の私塾とは異質なもの。

　

平
井
秀
策
は
、
福
岡
村
で
開

業
し
て
い
た
医
者
で
す
が
、
明

治
に
な
っ
て
か
ら
は
自
身
も
福

岡
村
に
博
文
館
と
い
う
私
塾
を

開
き
ま
し
た
。

　

横
山
謙
斎
は
尾
張
村
の
医
師

淳風館の記念碑



　

市
税
（
料
）
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら

し
を
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
お
り
、
福
祉
や
保
険

と
い
っ
た
社
会
保
障
、
教
育
、

ご
み
処
理
、
道
路
整
備
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
上

で
非
常
に
大
切
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
税
（
料
）
を
滞
納
す
る
こ

と
は
、
納
期
内
に
納
付
し
て
い

る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平
性

を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
納
期
限
を
過
ぎ

た
後
、
納
付
の
な
い
人
に
対
し

て
は
、
や
む
を
得
ず
滞
納
処
分

に
よ
り
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

こ
と
で
強
制
的
に
徴
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
納
期
内
納
付
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
】

　

市
税
（
料
）
の
納
付
は
、
納

期
内
の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額
の

経
費
が
掛
か
り
、
そ
の
経
費
も

市
税
（
料
）
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
延
滞
金

も
発
生
す
る
た
め
、
納
付
者
の

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
納

期
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族

の
病
気
、
事
業
の
休
廃
止
、
失

業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
市
税
（
料
）
の
納
期
ご

と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

収
納
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
４
６
４

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
自
治
会

集
会
所
整
備
等
事
業
補
助
金
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
、
自
治
会
が
管
理
す

る
集
会
所
を
新
築
、
増
改
修
、
備

品
な
ど
を
整
備
す
る
経
費
が
対
象

で
す
。

　
整
備
に
着
手
し
た
後
や
備
品
な

ど
を
購
入
し
た
後
で
の
申
請
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
な
条
件
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま

　
た
経
費
に
よ
っ
て
は
、
補
助
金

　
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　
　
上
水
道
の
給
水
管
に
、
井
戸
水

な
ど
の
管
や
そ
の
他
設
備
に
使
用

す
る
管
を
直
接
連
結
す
る
こ
と
を

「
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い

い
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
、
上

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
井
戸

水
な
ど
が
給
水
・
配
水
管
へ
逆
流

す
る
こ
と
が
あ
り
、
水
質
汚
染
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
水
質
汚
染

に
よ
り
健
康
被
害
を
引
き
起
す
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
ク
ロ
ス
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
は
水
道
法
で
固
く
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
給
水
管
が
こ
の
よ
う
な

状
態
（
左
図
参
照
）
に
な
っ
て
い

る
家
庭
や
事
業
所
は
、
瀬
戸
内
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依

頼
の
上
、
早
急
に
切
り
離
し
て
く

だ
さ
い
。

　

上
水
道
施
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
左
表
の

と
お
り
子
育
て
の
場
と
し
て
幼
稚

園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
開
放
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
で
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５
に
、
瀬
戸
内
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ッ
ト

ち
ゃ
ん
」
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

ま
す
。

　
投
票
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

一
人
１
日
１
回
可
能
で
す
。

　
投
票
終
了
は
、11
月
16
日
（
月
）

午
後
６
時
で
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
し

て
く
だ
さ
い
！

■
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

HPhttp://w
w
w
.yurugp.jp/

　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
市
民
活

動
応
援
補
助
金
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
ま
た
は
自
治
会
の
連
合

体
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
に
実
施
す
る
地
域
の
美
化
活

動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

防
災
活
動
な
ど
自
主
的
に
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
経
費
が
対
象

で
す
。

▽
申
請
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

※
本
年
度
こ
の
補
助
金
に
採
択
さ

　
れ
た
市
民
活
動
団
体
も
、
９
月

　
30
日
ま
で
に
交
付
申
請
が
必
要

　
で
す
。

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、
20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納め
なければ、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の
納付済期間が 40年間に満たない場合は、60歳か
ら65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して
保険料を納めることにより、満額に近づけることが
できます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには
保険料の納付済期間や保険料の免除
期間などが原則として25年以上必要
となりますが、この要件を満たして
いない場合は、70歳になるまで任意
加入することができます。
　市民課　☎０８６９- ２２- １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０- ７９２８

国民年金の任意加入制度

ねんきんのおはなし♪

問

問

申
問

皆さん、応援お願いします！

市
税
（
料
）
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

申
問

全
国
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
キ
ャ
ベ
コ
ロ
」「
フ

ラ
イ
ド
ナ
ス
」「
ハ
チ
ミ
ツ
だ
い
こ
ん
」
な
ど
、

身
体
に
よ
い
健
康
料
理
か
ら
懐
か
し
い
郷
土
料

理
ま
で
、
自
然
の
恵
み
を
お
い
し
く
味
わ
う
レ

シ
ピ
が
満
載
で
す
。

農
家
が
教
え
る

産
地
の
イ
チ
お
し
旬
レ
シ
ピ

農
村
漁
村
文
化
協
会

今月のお

　
本
め
す
す

BooKs   
給
水
管
へ
の
誤
接
続

  （
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
）

  

幼
稚
園
の
園
庭
を

  

開
放
し
ま
す

  

市
民
活
動
応
援
補
助
金

  

自
治
会
集
会
所
整
備
等

  

事
業
補
助
金
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バルブ

ポンプ

配水管

メーター

バルブ

上水道給水管

井戸水など

蛇口

接
続
禁
止

▽給水管への誤接続（クロスコネクション）の例

　なお、老齢基礎年金を受けるためには

 １７９０

　なお、老齢基礎年金を受けるためには

　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流
出した個人情報を削除してあげる」と話を持ちかけてくる者が現
れています。

※日本年金機構から、この件で皆さんに電話やメールで連絡する
　ことは一切ありません。なお、流出が確認された人への新しい
　基礎年金番号は、郵送でお知らせします。
※日本年金機構が、この件で皆さんにお金やキャッシュカードを
　要求することは、一切ありません。
※日本年金機構が、この件で皆さんにＡＴＭの操作をお願いする
　ことは、一切ありません。

　「自分の情報が流出しているのでは？」など、ご心配の人は、
下記専用電話窓口またはお近くの年金事務所へご相談ください。
　日本年金機構　専用電話窓口（通話料はかかりません）
☎０１２０- ８１８２１１ （受付8：30～ 21：00、平日・土日）

「年金情報流出」を口実にした
犯罪にご注意ください！

問

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ ９月 10 月 11 月 12 月

牛窓東 0869-34-2104 15 日（火） 20 日（火） 17 日（火）
24 日（火） 18 日（金）

牛窓北 0869-34-3742 10 日（木） ８日（木） ５日（木） 10 日（木）
今城 086-943-8715 ８日（火） 13 日（火） 10 日（火） ８日（火）
邑久 0869-22-0027 ６日（火） 10 日（火） ８日（火）
美和 0869-26-3445 ８日（火）  13 日（火） 10 日（火） ８日（火）
国府 0869-26-3446 ８日（火） 13 日（火） 10 日（火） ８日（火）
行幸 0869-26-3447 ８日（火） 13 日（火） 10 日（火） ８日（火）

  「
セ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
が

  

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す

問

問
相

一人ひとり、ルールを守り、
正しい利用をお願いします

△公売差押財産の展示の様子



　
高
齢
化
が
進
む
中
、「
認
知
症
」

は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
認
知
症
対
応
研
修
と

し
て
、
俳
優
で
あ
り
介
護
福
祉
士

と
し
て
勤
務
経
験
の
あ
る
菅
原
直

樹
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま

す
。
演
劇
体
験
を
通
じ
て
、
認
知

症
の
正
し
い
理
解
、
認
知
症
の
人

と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
テ
ー
マ　
「
老
い
と
演
劇
」

▽
講
師　

O
iBokkeShi　

オ
イ
・

　
ボ
ッ
ケ
・
シ
代
表　
菅
原
直
樹
氏

▽
参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。当
日
、

　
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
瀬
戸
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
０
０
１

　

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
現
在
働
い
て
い
る
、
働

き
た
い
、
何
か
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
、

在
学
中
の
人
や
そ
の
家
族
、教
育・

福
祉
・
行
政
関
係
者
な
ど
の
支
援

者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
事
業

所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
事
前
の
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
9
月
12
日
（
土
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

①
菊
野
徳
一
氏
（
株
式
会
社
ベ

　
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
岡
山

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談 　
事
業
所
所
長
）
に
よ
る
講
演
会

②
市
内
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・

　
Ｂ
型
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
に

　
よ
る
説
明
会
と
体
験
コ
ー
ナ
ー

▽
参
加
費　
無
料

　
　

瀬
戸
内
市
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と

り
親
家
庭
同
士
が
情
報
交
換
し
、

親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
で
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

　
家
庭
の
親
子

▽
日
時　
10
月
31
日
（
土
）

※
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
へ
午
前
９
時

　
に
集
合
し
、
午
後
４
時
30
分
に
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解
散
予
定
で
す
。

▽
行
き
先　
ヒ
ル
ゼ
ン
高
原
セ
ン

　
タ
ー・ジ
ョ
イ
フ
ル
パ
ー
ク（
真

　
庭
市
）

▽
内
容　
ふ
れ
あ
い
交
流
、
園
内

　
散
策
・
自
由
行
動

▽
参
加
費　
無
料

　
（
入
園
券
と
乗
り
物
券
付
き
）

申
問

※
昼
食
は
、
自
己
負
担
で
す
。

▽
募
集
人
数　

親
子
15
組

▽
申
込
方
法　

10
月
９
日
（
金
）

　
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
に
置

　
い
て
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

  

ひ
と
り
親
家
庭

  

ふ
れ
あ
い
交
流

募
　
　
集

  

ワ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ア

  

in
瀬
戸
内
市

  
認
知
症
対
応
研
修
会

地域 日　時 場　所

長船 ９月 17日（木）
13：30 ～ 15：30 ゆめトピア長船

邑久 10 月１日（木）
13：30 ～ 15：30

瀬戸内市総合福祉
センター（瀬戸内
市民病院南隣）

牛窓 10 月６日（火）
13：30 ～ 15：30 牛窓町公民館

※瀬戸内市総合福祉センターへお越しの際は、向かいの地域
　生活支援センタースマイルの駐車場もご利用ください。

△

開催日時・場所（全会場、同じ内容）

問問

冬
とうがん

瓜とニンジンのごまみそきんぴら

◆作り方
①冬瓜は皮と芯を取り、大きめのそぎ切りにす
　る。ニンジンも大きめのそぎ切りにする。
②冬瓜とニンジンを耐熱皿に並べてラップをか
　け、電子レンジ（500W）で 3分加熱する。
③フライパンに油を熱し、②を炒める。
④みそ、酒で味を付け、火を止めてすり白ごま
　を加え混ぜる。

料理本「瀬戸内市のおいしい味、あつまれ」
から紹介しています。
「瀬戸内市のおいしい味、あつまれ」は、若い
世代に瀬戸内市の郷土料理や農水産物を使った
料理を紹介するために作成した料理本です。市
ホームページにも掲載しています。
　健康づくり推進課
☎０８６９- ２６ - ５９６２
HP: http://www.city.setouchi.lg.jp/

問

◆材料（4人分）
●冬瓜（300g）
●ニンジン（2/3 本）
●サラダ油（大さじ 1）

●みそ（大さじ 2）
●酒（大さじ 2）
●すり白ごま（大さじ4）

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
が

　
　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す
！

■
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10
月
１

日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
が
対
象
と
な
る
調
査
で
す
。

　

調
査
員
が
９
月
上
旬
か
ら
各
世
帯

を
訪
問
し
て
、
調
査
関
係
書
類
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
人
口
・
世
帯
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
介
護
・

医
療
、若
者
の
雇
用
対
策
、児
童
福
祉
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
立
て

ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

調
査
員
は
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番

号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど

を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
・
電

子
メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査

の
内
容
、
記
入
方
法
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０-

０
７-

２
０
１
５

（
市
内
通
話
料
金
で
か
け
ら
れ
ま
す
）

　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問

申
問ヨガ教室　日程表（１回のみの参加も可能）

朝の部 第１回 第２回 第３回

10：00 ～
11：00

10 月
31 日（土）

11月
７日（土）

11 月
14 日（土）

夜の部 第１回 第２回 第３回

19：00 ～
20：00

10 月
16 日（金）

10月
23 日（金）

10 月
30 日（金）

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
受
験
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種

【
一
般
事
務
職
】

①
現
在
高
等
学
校
に
在
学
中
で
、

　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

　
業
見
込
み
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　
け
て
い
て
自
力
通
勤
お
よ
び
介

　
護
者
な
し
で
の
職
務
の
遂
行
が

　
可
能
で
あ
り
活
字
印
刷
文
に
よ

　
る
出
題
お
よ
び
口
頭
に
よ
る
面

　
接
に
対
応
で
き
る
人
で
、
高
等

　
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
歴
を

　
有
す
る
人
か
平
成
28
年
３
月
31

　
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

【
土
木
技
術
職
】

③
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
高

　
等
学
校
で
土
木
の
専
門
課
程
を

　
終
了
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
28

　
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

　
み
の
人

▽
年
齢
要
件　
い
ず
れ
も
昭
和
31

　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▽
採
用
予
定
人
数

　
い
ず
れ
も
若
干
名

▽
採
用
年
月
日

　
平
成
28
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

　

・
１
次
試
験　
10
月
18
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜　
瀬
戸
内
市
役
所

　

・
２
次
試
験　
11
月
14
日
（
土
）

※
時
間
・
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　
９
月
１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
18
日 

　
（
金
）
必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　
市
指
定
の
願
書
、

　
履
歴
書
、
受
験
票
お
よ
び
エ
ン

　
ト
リ
ー
シ
ー
ト

※
受
験
案
内
な
ど
は
、
総
務
課
、

　
牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
で
配
布

　
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

※
受
験
案
内
な
ど
を
郵
送
で
請
求

　
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
市

　
役
所
採
用
試
験
受
験
願
書
請
求

　
●
●
希
望
」
と
朱
書
き
し
、
宛

　
名
を
明
記
し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

　
返
送
用
封
筒
（
１
２
０
円
切
手

　
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、
総
務

　
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
●
●

　
は「
一
般
事
務
職
」ま
た
は「
土

　
木
技
術
職
」）。

　
　
　

総
務
課

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
ヨ
ガ
は
気
持
ち
い
い
と
い
う
自

分
の
感
覚
に
合
わ
せ
て
ポ
ー
ズ
を

行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
は
、

血
行
を
良
く
し
、
健
康
な
体
づ
く

り
に
有
効
で
す
。

▽
日
時　
下
表
の
と
お
り

▽
場
所　
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
20
〜
40
歳
の
人

▽
参
加
費　
１
回
ご
と
５
０
０
円

※
体
を
締
め
付
け
な
い
動
き
や
す

　
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
マ
ッ
ト
は
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

　
ご
自
身
の
マ
ッ
ト
の
持
ち
込
み

　
も
で
き
ま
す
。

▽
定
員　
１
回
25
人

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

　
　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

（
邑
久
・
長
船
）

☎
０
８
６
９-
２
２-

２
２
１
１

  

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

申
問
  

ヨ
ガ
教
室

問
申
資



　
食
事
に
よ
り
摂
取
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
身
体
活
動
な
ど
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
ま
す
。
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
よ
り
も
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

方
が
多
い
と
、
余
っ
た
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
脂
肪
と
し
て
体
内
に
蓄

え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、

血
圧
や
血
糖
を
上
げ
、
動
脈
硬
化

を
進
行
さ
せ
る
原
因
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
内
臓
の
脂
肪
は
た
ま
り
や
す
い

で
す
が
、
運
動
す
る
こ
と
で
内
臓

の
余
分
な
脂
肪
を
減
ら
し
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

【
気
軽
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
】

　
「
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
運

動
が
苦
手
だ
」
と
い
う
人
に
、
健

康
運
動
指
導
士
、
理
学
療
法
士
、

保
健
師
、
栄
養
士
が
あ
な
た
に

合
っ
た
運
動
と
食
事
方
法
を
提
案

し
、
楽
し
く
た
め
に
な
る
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
▽
日
時　
９
月
29
日
（
火
）
～
平

　
成
28
年
３
月
17
日
（
木
） 

　
（
全
13
回
シ
リ
ー
ズ
）
左
表
参
照

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
１
回

　
の
み
納
入
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
40
～
74

　
歳
の
人

▽
定
員　
25
人
（
初
め
て
参
加
す

　
る
人
優
先
）

▽
応
募
期
間

　
９
月
１
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２
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女
性
初
の
日
展
理
事
長
と
し
て

活
躍
を
続
け
る
人
形
作
家
・
奥
田

小さ

由ゆ

女め

氏
（
１
９
３
６
年
～
）
の

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
女
性
像
を
モ
チ
ー
フ
に
、
風
や

音
な
ど
の
自
然
現
象
、
愛
や
夢
、

祈
り
を
表
現
し
た
作
品
は
、
深
い

慈
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、「
白
の
時
代
」
と

呼
ば
れ
る
初
期
作
品
か
ら
、
近
年

の
色い

ろ
ご
ふ
ん

胡
粉
を
用
い
た
優
美
な
作
品

ま
で
約
40
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
５
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
、
奥
田
小
由
女
氏
を
招

き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

引
き
続
き
、
展
示
室
で
列
品
解
説

を
行
い
ま
す
。

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
の

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
に
合
わ
せ
て
、
電
話
相
談
時
間

の
延
長
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
い
じ

め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の

人
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
事
案
な
ど

が
あ
れ
ば
お
電
話
く
だ
さ
い
。
相

談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。相
談
は
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
７
日（
月
）～
13
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
日
は
、
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
右
記
の
強
化
週
間
以
外
も
平
日

　
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　
時
15
分
ま
で
電
話
相
談
を
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

（
通
話
料
有
料
）

相
　
　
談

▽
開
催
期
間

　
９
月
５
日（
土
）～
10
月
25
日（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、９
月
７
日（
月
）、

　
14
日
（
月
）、
23
日
（
水
・
祝
）、
24

　
日
（
木
）、
28
日
（
月
）、
10
月
５
日

　
（
月
）、
13
日
（
火
）、
19
日
（
月
）

※
９
月
23
日
は
臨
時
メ
ン
テ
ナ
ン

　
ス
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
５

　
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　
一
般
６
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳
以

　
上
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
地
域
の
人

の
交
流
を
目
的
に
、
第
11
回
ス
マ

イ
ル
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
26
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
地
域
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
内
容　
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
ス

　
テ
ー
ジ
、
バ
ザ
ー
な
ど

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

  
健
康
に
な
る
た
め
の

  
運
動
入
門
教
室

  

ス
マ
イ
ル
ま
つ
り

  

奥
田
小
由
女
展

  

ー 

愛
と
夢 

慈
愛
の
す
が
た 

ー

　い   つまでもお元気で� 100 歳を迎えた高齢者をお祝い 　

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　７月 13 日に満 100 歳を迎えた長壽幸惠さん（長船町

服部）のお祝いに、15 日、髙原家直副市長らが自宅を

訪問しました。長壽さんは家族と共に「ありがとうござ

います」と笑顔でお祝い状を受け取りました。

　若い頃から愚痴も悪口も言わず、感謝の気持ちをもっ

て生活して来られた長壽さん、今はデイサービスで他の

利用者さんとのおしゃべりを楽しみにしています。長寿

の秘訣は「何でも自分でやろうという気持ちを持ち続け

ること」。

　長壽さん、これからもますますお元気でお過ごしくだ

さい。髙原副市長が読み上げるお祝い状を見つめる長壽さん（写真左）

催
し
物

  

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

  

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

相

回 日　時 内　容

１ ９月 29 日（火）
9：30 ～ 11：30

・オリエンテーション
・講話「ためになる健康のお話」
   講師：市保健師

・健康体力チェック

２ 10 月８日（木）
9：30 ～ 11：30 ・演習「楽しくためになる運動」

   講師：為房真由美氏
　　　　（健康運動指導士）３ 10 月 22 日（木）

9：30 ～ 11：30

４ 11 月５日（木）
9：30 ～ 12：30

・講話「健康になるための食事（その①）」
   講師：市管理栄養士

５ 11 月 12 日（木）
9：30 ～ 11：30

・演習「筋肉・関節をしなやかにする
　　　   ための体操」
   講師：瀬戸内市民病院　理学療法士

６ 12 月３日（木）
9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくためになる運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

７ 12 月 24 日（木）
9：30 ～ 12：30

・講話「健康になるための食事（その②）」
   講師：市管理栄養士

８ 平成 28 年 1 月７日（木）
9：30 ～ 11：30 ・演習「楽しくためになる運動」

   講師：為房真由美氏
　　　　（健康運動指導士）９ 平成 28 年 1 月 28 日（木）

9：30 ～ 11：30

10 平成 28 年２月４日（木）
9：30 ～ 11：30

11 平成28年２月16日（火）
9：30 ～ 11：30

12 平成 28 年３月３日（木）
9：30 ～ 11：30

13 平成28年３月17日（木）
9：30 ～ 11：30

・健康体力チェック
・調理実習
・復習とまとめ

応
問

運動入門教室　日程表

運動入門教室の様子

奥田小由女「白い梟（ふくろう）」

問問

　昔   の大窯で焼かれた古備前の質と符合� 森陶岳さんの登り窯「寒風新大窯」で窯出し 　

　備前焼の岡山県重要無形文化財保持者・森陶岳さん

が牛窓町長浜に築いた「寒風新大窯」で７月 27 日、

窯出しが始まりました。

　寒風新大窯は全長 85 メートルの登り窯で、１月４

日に火入れを行い、107 日焚いた後、約３カ月間自然

冷却。27 日は、窯正面の「うど口」を開ける作業か

ら始め、フォークリフトなどを使いながら２時間近く

かけて、焚き口に一番近い場所にある高さ約 80 セン

チの一
いっこくがめ

石甕２点を取り出しました。

　「窯の熱量は十分だった。昔の大窯で焼かれた古備

前の質と符合している。画期的な成果だ」と感無量の

森さん。約２千点の作品の窯出しが終わるのは、年末

ごろということです。 取り出された一石甕を説明する森さん

少しだけ中が見えた窯内部

全長 85 メートルの登り窯


